



















































































葎 果  (ノ) 要
旨
 胃の運動機能に及ぼす自律神経剤の影響については,従来種々の方法により観察されて来たが,
 諸家の成績に一致を見ない点が少なくなく,又筋電図を用いての系統的観察は未だ十分なされて
 いない。
 著者は成犬15マ頭乞用い,第1報では副交感神経興奮剤アセチルコリン,ビ・カルビン,ワ'
 ゴスチグミン,同遮断剤フアイナリソ,ブスコパン,アトロピン,第2報では交感神経興奮剤ア
 ドレナリン、ノルアドレナリン,エフェドリン,同遮断剤イミダリγ,ヨヒンビン,エルゴタミ
 ンなそれぞれ静注した場合の胃筋電図を誘導し,筋電図と肉眼的にみた胃の蠕動状況乞比較観察
 した。筋奄図に於いては蠕動放電σ)鍍及び伝播速度を主として追究し、肉眼的には胃壁の緊張度
 及び蠕鯉i収舶」)強さを親祭した。嚇電図と肉眼月そ見を綜合し,次の様丘所見を得で、∩る。
 すな二1.)ち筋電図に於ける臨動放電は個々7)蠕動収縮の強さとは明らかな関係∫ご示てきず,自律神
 経剤の胃に対する作用は盛蠕動数の増減及び伝播速度の遅速に対するよりも,胃壁の緊張及び蠕
 動収縮の強さ1て及ぼす影}響力三より強いことセ明らかにした。
 次にh述12櫨の自律伸騒剤の胃に対する楽壇作用について述べているが1先づ副交感神経興
 粥剤の5融=し筋電図学的にも何れも胃ン)通勤機能を亢進した。.アセチルコリンの作用は最も激
 烈であて)}tが1乍用時分は短かく,ビ・カルビγは次いで強い興奮乞示し.作用時分は最も長かっ
 た。ワゴスチグミyの作用は前2者に比し呵れの性質も軽度であった。
 副交感神経遮断剤の5荊は何れも趣く軽度の運動機能抑制を示した。その程度はフアィナリン
 が疲も強く,ついでブスコパン,アトロピンの順であった。
 交互榊経典盤割の5剤のう'ら,アドレナリン及びノルアドレナリンは軽度の抑制1乍用を示し,
 エフェドリンについては明らかな影響を見なかった。
 交感神経遮断剤の5剤のうち,イミダリン及びコヒソビγは皓々業酎以の亢進γ1三用な示した。エ
 ルゴタミンについては明らかな影響を認めなかった。
 以ヒの成績は各種自律神経興奮剤及ぴ遮断剤の投与が胃運動に及ぼす影響を筋電図を用いて系
 統的に観察し,薬効学的作用を一層明らかにしたもので'胃の運動生理究明に貢献するところ大な
 りと認めた。
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